
編
集
後
記

『
信
大
国
語
教
育
』
第
三
十
号
を
お
届
け
致
し
ま
す
。

本
号
は
、
「
学
会
一
二
十
周
年
記
念
号
」
と
い
う
こ
と
で
、
新
し
い
企
画
を
複
数
立

て
ま
し
た
。
ま
ず
は
本
学
会
会
長
の
西
一
夫
氏
に
よ
る
巻
頭
言
、
次
に
特
集
と
し
て

本
誌
の
総
目
次
、
そ
し
て
か
つ
て
本
学
に
在
籍
さ
れ
た
市
津
静
山
氏
、
藤
森
裕
治
氏
、

山
本
亮
介
氏
か
ら
の
特
別
寄
稿
で
す
。
な
お
、
特
別
寄
稿
に
は
、
第
二
十
九
回
大
会
で

ご
講
演
い
た
だ
い
た
塚
田
勝
郎
氏
に
よ
る
論
文
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
元
本
学
教
員

で
あ
る
岩
男
考
哲
氏
、
友
田
義
行
氏
に
は
、
研
究
論
文
を
ご
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
加
え
、
研
究
論
文
で
は
、
本
学
卒
業
生
の
小
長
谷
祥
治
氏
、
松
崎
史
周

氏
、
柄
津
有
紀
氏
、
市
ノ
瀬
有
香
氏
、
上
燦
示
雄
氏
、
栗
原
賢
氏
、
本
学
教
員
の
酋

一
夫
氏
（
津
田
浩
文
氏
（
本
学
大
学
院
生
一
）
、
戸
塚
拓
也
氏
（
本
学
卒
業
生
）
と
の

共
著
）
、
小
林
比
出
代
氏
、
杉
山
俊
一
郎
氏
、
徳
井
厚
子
氏
、
八
木
雄
一
郎
に
よ
る

論
文
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
小
林
氏
に
よ
る
研
究
ノ
l
ト
も
収

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
学
卒
業
後
、
長
野
県
内
で
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
る

大
杉
愛
美
氏
、
小
野
優
氏
、
小
山
優
太
氏
、
宮
島
卓
朗
氏
、
本
学
国
語
教
育
コ

i
ス

の
現
役
学
生
で
あ
る
高
橋
由
輝
氏
、
林
涼
真
氏
、
三
浦
の
の
香
氏
、
加
藤
就
氏
に
よ

る
短
信
も
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

巻
頭
言
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
本
学
会
は
今
年
度
を
も
っ
て
休
会
、
本
誌
は
今

号
を
も
っ
て
休
刊
と
な
り
ま
す
。
一
二
十
年
と
い
う
長
い
間
、
多
く
の
方
々
の
ご
参
加

と
ご
支
援
に
よ
っ
て
創
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
こ
の
会
の
活
動
を
一
日
一
閉
じ
る
こ
と
に

は
、
や
は
り
一
抹
の
さ
み
し
さ
も
覚
え
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
何
よ
り
も
、

本
学
会
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
の
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
、
ご
発
展

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
投
稿
者
の
皆
様
、
査
読
者
の
皆
様
、
そ
し
て
編
集
作
業

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
大
学
院
生
の
お
ふ
た
り
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
八
木
雄
一
郎
）

〔
学
会
誌
編
集
委
員
〕

津
田
浩
文

三
代
香
奈
子
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